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　岩手労福協は、５月23日（水）第74回定時
総会をホテルニューカリーナにおいて、正
会員22団体中22団体（内書面議決書提出５
団体）が出席して開催しました。
　総会は、齋藤健市副会長の開会挨拶の後、
議長に消費者信用生活協同組合の亀澤和重
氏を選出し進められました。
　はじめに岩手労福協を代表して八幡博文
会長は、東日本大震災から７年２カ月あま
りが経過して、ハード面の整備は着実に進捗している一方で、復興の個人差（格差）が出てきている。
私たち労働福祉団体は、その部分に光をあてた心のケアを含めた取組みを各地区労福協と協力しながら
推進していく必要がある。さらには、超少子高齢化社会が加速度的に進む中で、その歯止めをかける施
策はもちろんのこと、格差の問題を含めた現実問題に対する政策提言を行っていくことも労福協運動に
課せられた使命であると認識している。引き続き、構成団体のこれまで以上のご理解とご協力をお願い
したい。と、挨拶を述べられました。（会長挨拶要旨を２頁に掲載）。
　続いて来賓挨拶では、八重樫浩文岩手県商工労
働観光部雇用対策・労働室長、小原勝博盛岡市商
工観光部経済企画課長より順に祝辞を受け、各方
面から寄せられた激励の祝電・メッセージが法領
田万寿男事務局長から披露されました。
　議案審議では、第１号議案2017年度事業報告、
第２号議案2017年度会計報告、第３号議案理事及
び監事の報酬等、第４号議案2018年度団体会費、
第５号議案役員選任について菅野健司専務理事が
それぞれ提案し、監査報告は菅原芳勝監事が報告
しました。質疑の後、採決が行われ、全ての議案
が原案どおり賛成多数で承認されました。
　最後に、齋藤副会長が閉会の挨拶を述べ、第74
回定時総会が終了しました。

第７４回定時総会開催
連帯・協同で　安心・共生の

福祉社会をつくろう！
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　2018年度事業計画の主な取り組みをご紹介します。今年度も勤労者とその家族の安心・安
全をめざして、①文化・教育事業、②相談事業、③健康促進・交流事業を着実に実施して参
りますので、ご支援とご協力をお願いいたします。

１．労働団体、福祉事業団体との連携を一層強め、労働者自主福祉運動の基盤強化に努めます。
２．「ライフサポートセンターいわて」の充実を図り、勤労者とその家族の暮らしの安心・安全をめざします。 
３．地区労福協・勤労協と連携を強め、労働者自主福祉運動の地域への浸透と組織の強化を図ります。
４．福祉事業団体や関係団体と連携し、勤労者と家族の生涯福祉・生涯取引の取り組みをめざします。
５．中央労福協・北部労福協と連携し、社会的公正に向けた取り組みを進めます。

　昨年11月の臨時総会で齋藤前会長からバトンを受け継ぎ、ライフサポートセン
ターいわての「暮らしの何でも相談」をはじめ、奨学金問題を中心とした「研究
集会」、文化・教育事業としての「勤労者美術展」や「退職者準備サポート研修会」、
健康促進・交流事業など、多くの皆さんにご参加並びにご協力をいただき2017年
度事業は成功裏に終了できたことに、あらためて感謝と御礼を申し上げます。
　東日本大震災から７年２カ月あまりが経過して、ハード面の整備は着実に進捗
しており、公営住宅は今年でほぼ完成に近いところで進むと聞いている。その過
程において、復興の個人差（格差）が出てきていることも事実であり、私たち労
働福祉団体はむしろその部分に光をあてた心のケアを含む取組みを各地区労福協と協力しながら引き続き
推進していく必要がある。さらには、超少子高齢化社会が加速度的に進んでいく中で、その歯止めをかけ
る施策はもちろんのこと、格差の問題を含めた現実問題に対する政策提言を行っていくことも労福協運動
に課せられた使命であると認識している。引き続き、構成団体のこれまで以上のご理解とご協力をお願い
したい。

〔日程〕2018年８月４日（土）9：30 〜 12：00
〔会場〕ワークイン二戸　　〔募集〕50名（先着順）　　〔参加〕無料
〔講師〕①（仮）労働者自主福祉運動の始まりとこれから
　　　　　　　高橋　均 氏（中央労福協アドバイザー）
　　　  ②事業団体講座（東北労金岩手県本部、全労済岩手推進本部）

〔日時・会場〕

〔募集〕各会場20名（先着順）
〔参加〕無料　＊ヨガマット進呈
〔講師〕越後 美代子 氏（NPO法人国際ヨガ協会理事長・東北地区代表理事）

2018年度事業計画の紹介

2018年度活動の基調

八幡会長挨拶要旨

第６回労働者自主福祉運動の理念・歴史講座

第5回ヨガ教室（2018年度健康促進セミナー）

開催地
二戸市
盛岡市
北上市

日程
7月７日(土)
7月14日(土)
7月21日(土)

時間
10:00～12:00
10:00～12:00
10:00～12:00

会場
二戸教育会館
アイーナ

北上市総合福祉センター

〈2018 年 5 月 23 日総会〉

挨拶する八幡会長
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〔日程・会場等〕

〔募集〕北上市・盛岡市・一関市：各100名、大船渡市・宮古市：各50名  ＊いずれも先着順
〔参加〕無料
〔研修内容〕	 ①年金制度概要と社会保険（日本年金機構年金事務所）
		  ②退職後のお金活用策　　  （東北労働金庫岩手県本部）
		  ③退職後の保障設計　　　  （全労済岩手推進本部）
		  ④退職後の生活に備えるために（消費者信用生活協同組合）		
		  ⑤地域での自分のあり方　  （市民協岩手・菅原理事長）

〔日程〕2018年10月21日（日）
〔場所〕雫石町営鶯宿グラウンド（Ａ面・Ｂ面）
〔募集〕8チーム
〔参加〕無料
〔内容〕トーナメント方式、優勝チームに知事賞授与

〔日程〕2018年11月８日（木）〜 11日（日）
〔会場〕盛岡市民文化ホール４Ｆ・展示ホール
〔募集〕絵画の部・写真の部・書道の部の三部門
〔申込〕無料
〔表彰〕各部門に知事賞、奨励賞など各賞あり

〔日　程〕2019年２月２日（土）予定
〔場　所〕盛岡スターレーン（予定）
〔募　集〕12チーム（48名）
〔参加費〕1チーム 4,000円
〔内　容〕2ゲーム合計点で順位を決め表彰します。
	 　　団体賞、個人賞など。

〔内　容〕生活に密着する問題の解決に向け、連
合岩手の相談員、および関係諸団体と
連携しながら「暮らしの何でも相談」
による勤労者の生活全般における悩み
の解決・解消をめざします。

〔対　応〕通年、平日午前10時〜午後5時まで受付け
〔拠　点〕盛岡市（岩手労福協事務所内）

北上市（連合花巻北上地協事務所内）
宮古市（連合宮古地協事務所内）

〔相談員〕盛岡市：法領田万寿男 氏
（ＬＳＣいわて事務局長）

北上市：村上　純 氏
（ＬＳＣいわて理事）

宮古市：佐々木正人 氏
（ＬＳＣいわて理事）

〔日程〕2019年２月中旬予定
〔会場〕盛岡市内
〔概要〕200 〜 300名
〔参加〕無料（但し、入場整理券が必要）
〔講師〕調整中

　この事業は、東北労働金庫岩手県本部で取り扱
う「ろうきん自治体提携融資制度」の利用者に対
して、利子の一部を補助します。利子補助額は上
限を３万円とし、融資額10万円につき１千円を補
助します。申込みは、岩手県内の東北労金各支店
窓口となります。

第30回岩手県勤労者野球大会

第37回岩手県勤労者美術展

第23回岩手県勤労者ボウリング大会

相談事業（ライフサポート事業）

「ろうきん自治体提携融資制度」の利子補助事業

第 14回文化講演会（隔年開催）

2018年度退職準備サポート研修会

開催地
北上市
盛岡市
一関市
大船渡市
宮古市

日程
9月１日(土)
9月８日(土)
9月15日(土)
9月22日(土)
9月29日(土)

時間
10:00～14:25
10:00～14:25
10:00～14:25
13:00～16:15
13:00～16:45

会場
北上オフィスプラザ
ふれあいランド岩手
一関市総合防災センター

気仙教育会館
レストランほりた



（4）　 2018 年 6 月 岩 手 労 福 協

　連合岩手と合同開催のチャリティーゴルフコンペは、

５月26日（土）、57名が参加して盛岡南ゴルフ倶楽部で行

われました。当日の天候は晴天、絶好のゴルフ日和に恵

まれ、参加者はスコアメイクに奮闘しながら心地よい汗

を流しました。

　プレー終了後は、八幡会長が労いと御礼の挨拶を述べ、

法領田事務局長の進行で表彰式が行われました。初めに

ドラコン・ニアピンのアトラクション、続いてブービー

メーカー、ブービー、飛び賞と下位から表彰が始まりま

した。そして、栄えある優勝者は東北労金花巻支店の長

谷川浩之さんでした。優勝された方の名前は、優勝カッ

プにその名を刻し永く栄誉を称えます。最後に、菅野専

務理事が閉会の挨拶を述べて第４回チャリティーゴルフコンペが終了しました。

　なお、今回のチャリティー収益金 60,000円は、フードバンク岩手の支援を目的に全額寄付する予定です。

〔結果〕優　勝　長谷川浩之（東北労金）

第２位　髙橋　雅人（運輸労連）

第３位　伊藤　輝男（東北労金）

　勤労者の健康維持、明るい職場環境の構築、より良い人

間関係の形成を目的に、第22回岩手県勤労者ボウリング大

会を2018年２月３日（土）に開催しました。今回の大会は

例年より２チーム多い12チーム（48名）が参加、ボウリン

グを通じて参加者間の交流を深めました。なお、今大会か

ら使用ボールは、施設のハウスボールに限定するローカル

ルールを取り入れました。

○団体の部　優　勝　岩手県交通労組・紫波（盛岡地区）

　　　　　　準優勝　平泉町職員組合（一関地区）

　　　　　　第３位　東北電力岩手支店支部（盛岡地区）

○個人の部〔男子〕優　勝　陣場　紀行　（二戸市役所、二戸）

　　　　　　　　　準優勝　小野寺義弘　（平泉町職員組合、一関）

　　　　　　　　　第３位　和野　重義　（岩手県交通労組・紫波、盛岡）

　　　　　  〔女子〕優　勝　津村　秀子　（岩手県交通労組・紫波、盛岡）

　　　　　　　　　準優勝　山崎志津江　（東北電力岩手支店支部、盛岡）

　　　　　　　　　第３位　英　　輝子　（西浦ダイナマイトＡ、江刺）

■第４回連合岩手・労福協合同チャリティーゴルフコンペ開催

■第２2回岩手県勤労者ボウリング大会開催

事　　業　　報　　告

優勝チームの岩手県交通労組・紫波のみなさん

八幡会長（左）から長谷川浩之さんに優勝カップが授与された
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　６月１日（金）、岩手教育会館において、
2018年度第１回文化体育事業実行委員会
を開催しました。文化体育事業実行委員
会は、労働団体・事業団体から選出され
た８名の委員で構成、第１回委員会で及
川美佳子さん（連合岩手副事務局長）が
委員長に選出されました。
　委員会では、事務局から2017年度の文
化体育事業の実績報告、続いて2018年度
文化体育事業計画に関する企画内容や運
営について説明がされ、活動の充実に向
けて意見交換が行われました。

　岩手労福協は、６月16日（土）、岩手教育会館において、2018年度第１回地区代表者会議を開催しました。
　八幡博文会長は、冒頭の挨拶で、地区の活動に対する課題をあげて、その解決に向けた県労福協としての対
応策等について所見を含め挨拶しました。会議では、経過報告、2018年度の事業計画、団体会費と各種交付金、
2018年度実態調査について事務局から説明がされ、その後の意見交換では各地区の現状報告、県労福協への要望
等、多くの意見が出されました。個別課題を抱える地区については、菅野専務理事が足を運び、話を聞き対応策
を協議・検討していくことが確認されました。

　岩手労福協は、５月12日（土）と13日（日）の二日間をかけて農林会館から岩手教育会館に引っ越ししました。
そして、５月14日（月）から新事務所で執務を開始しました。新事務所の住所・連絡先は次のとおりです。なお、
ライフサポートセンターいわての所在地についても下記住所に変わりました。

　　住所　〒020-0022 盛岡市大通一丁目１－１６　岩手教育会館３Ｆ
　　電話　019−654−3082（変更ありません）、ＦＡＸ　019−651−5024（変更ありません）

■2018年度第１回文化体育事業実行委員会

■2018年度第１回地区代表者会議

■事務所移転

及　川　美佳子
金田一　文　紀
佐　藤　茂　生
菊　池　　　勝
菅　原　　　桂
嘉　倉　賢　雄
八重畑　　　努
沼　田　　　聡
菅　野　健　司
法領田　万寿男
武　藤　珠　美

役職名
実行委員長
実 行 委 員
実 行 委 員
実 行 委 員
実 行 委 員
実 行 委 員
実 行 委 員
実 行 委 員
事　務　局
事　務　局
事　務　局

連合岩手
平和環境岩手県センター
岩手友愛会
東北労金岩手県本部
全労済岩手推進本部
ハピネス共済会
信用生活協同組合
岩手県学校生活協同組合
岩手労福協（専務理事）
岩手労福協（事務局長）
岩手労福協（職員）

氏名 所属

盛　岡
花　巻
北　上
胆　沢
江　刺
一　関
気　仙

事務局長
事務局長

事務局長

事務局長
会　　長

栗谷川　昌　彦
阿　部　正　介

（欠　席）
三　好　浩　史

（欠　席）
菅　原　高　明
菊　池　正　徳

役職名  氏　　名地区名
〈出席者〉

遠　野
釜　石
宮　古
東磐井
岩手郡
二　戸
久　慈

　

事務局長
事務局長
会　　長
会　　長
会　　長

（欠　席）
大　槻　　　忍
佐々木　正　人
佐　藤　清　彦
髙　野　光　生
蛇　口　　　晃
村　田　　　順

役職名  氏　　名地区名
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　2017年度の相談件数は、トータル293件で2012年度以降５年ぶりに300件を下回りました。減少の要因は、リピー
ター（繰り返し相談者）からの相談が大幅に減少したことによるものです。2017年度の内訳（分類）を見ると、

「生活相談」が198件で全体の67.6%を占め最も多くこの傾向は変わっておりませんが、「生活相談」に含まれる「心
の悩み相談」がリピーターからの相談であり、その件数は2016年度 318件が2017年度 178件と 140件も大幅に減
少しました。これは、リピーターが抱える「心の悩み問題」が解決したためとは言い切れないため、時が経てば
再び相談件数に反映される可能性があります。
　ライフサポートセンターいわては、2018年度も引き続き、相談者に寄り添い、勤労者とその家族の安心・安全
な暮らしをめざすことを基本方針に、「暮らしの何でも相談」を中心にライフサポート事業に取り組んでいきます。

ライフサポートセンターいわて
「2017年度相談事業報告」

〈年度別相談件数推移〉
年度
件数

2008
95件

2009
254件

2010
319件

2011
246件

2012
280件

2013
476件

2014
366件

2015
343件

2016
423件

2017
293件

〈総相談件数と内容〉

2017年

2016年

労働相談
47件
16.0％
59件
13.9%

法律税務
23件
7.8％
19件
4.5%

子育て
2件
0.7％
1件
0.2%

金銭問題
21件
7.2%
14件
3.3%

生活相談
198件
67.6%
325件
76.8%

社会保障
2件
0.7%
5件
1.2%

総件数
293件
100%
423件
100%

〈年齢別〉

2017年

2016年

10代
0件
0
0件
0

20代
0件
0
3件
0.7%

30代
32件
10.9%
48件
11.3%

40代
102件
34.8%
194件
45.9%

50代
101件
34.5%
120件
28.4%

60代
33件
11.3%
40件
9.5%

70代
18件
6.1%
11件
2.6%

80代
2件
0.7％
4件
0.8%

90代
0件
0
1件
0.2%

不明
5件
1.7%
2件
0.5%

合計
293件
100%
423件
100%

〈主な情報媒体〉

2017年

2016年

2017年

2016年

広報紙
1件
0.9%
2件
1.8%

便利帳
13件
11.3%
13件
11.4%

新　聞
44件
38.3%
52件
45.6%

電話帳
23件
20.0%
24件
21.1%

チラシ
15件
13.0%
5件
4.4%

紹　介
6件
5.2%
3件
2.6%

HP
5件
7.0%
11件
3.5%

その他
8件
4.3%
4件
9.6%

合計
8件
7.0%
4件
3.5%

〈市町村別件数〉

〈男女別〉

2017年
2016年

男性
62件（21.2%）
60件（14.2%）

女性
231件（78.8%）
363件（85.2%）

合計
293件
423件

盛岡市市町村 滝沢市 矢巾町 雫石町 紫波町 八幡平市 花巻市 北上市 奥州市 一関市

大船渡市陸前高田市 釜石市 遠野市 宮古市 岩泉町 久慈市 岩手町 二戸市 その他 合計

154件
52.6%
198件
46.8%

30件
10.2%
110件
26.0%

7件
2.4%
5件
1.2%

0件
0
2件
0.5%

3件
1.0%
2件
0.5%

1件
0.3%
1件
0.2%

14件
4.8%
10件
2.4%

5件
1.7%
6件
1.4%

41件
14.0%
50件
11.8%

19件
6.5%
18件
4.3%

0件
0
0件
0

0件
0
1件
0.3％

1件
0.3%
0件
0

1件
0.3%
0件
0

3件
1.0%
5件
1.2%

1件
0.3％
0件
0

1件
0.3%
1件
0.2%

0件
0
2件
0.5%

3件
1.0%
4件
0.9%

9件
3.1%
8件
1.9%

293件
100%
423件
100%



ライフサポートセンターいわて

第 11 回定期評議員会開催
　ライフサポートセンターいわては、５月23日（水）、ホテルニューカリーナにおいて第11回定期評議
員会を開催しました。
　八幡博文理事長挨拶の後、来賓の永田有岩手労働局長、小原勝博盛岡市商工観光部経済企画課長か
ら激励のご祝辞をいただきました。議事では、2017年度活動報告と会計決算・監査報告、規約の一部
改正、2018年度活動計画と予算、役員改選など全ての議案が原案通り承認されました。
　ライフサポートセンターいわては引き続き、勤労者とその家族の安心・安全な暮らしをめざして、「暮
らしの何でも相談」を中心に活動してまいります。

　ライフサポートセンターいわては、５月23日（水）に2018年度研修会
を開催しました。今回の研修会では、開設10年を迎えたライフサポート
センターいわて「暮らしの何でも相談」のこれまでの歩みについて法領
田事務局長が講演しました。
　開設から現在に至るまでを振り返り、当時は金銭問題の相談が中心で
あったが、後半の５年間は生活問題が多く寄せられるようになった。社
会情勢や雇用環境の変化、家族関係や近所付き合いなど、複数の要因が
混ざり合い、心に悩みを抱える相談者からの相談が増加している現状が報告されました。
　最後に、暮らしの何でも相談は、相談者の居場所なのだと自覚し、今後も傾聴に心がけながらより良い相談活
動を推進していきたい、と述べて研修会が終了しました。

■ライフサポートセンターいわて「2018年度研修会」

LSC 研修会
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ひ
と
り
で

悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？

秘密
厳守

ライフサポートセンターいわて

0120━804━340

0120━807━340

勤労者の皆さんの様々な悩み事やご相談に対応いたします。

相 談 無 料

■ 最寄りの相談窓口までお気軽にお電話ください ■

が
あなたを応援します。

盛  岡

宮  古
0120━805━340北  上

月～金曜日の平日
午前10：00～午後5：00

｢ライフサポートセンターいわて｣は、勤労者の皆さん
の生活支援を目的として、（一社）岩手県労働者福祉協議会
を中心に、関係団体が協力して立ち上げた組織です。
お気軽にお電話ください。

※専門家等に相談する場合は、別途料金がかかる場合があります。

面談相談可

相談日

時　間

労働条件

解決！！

　金融・
生活保障

解決！！

法  律

解決！！

生活相談

解決！！
介  護

解決！！

ライフサポートセンターいわて
（協力）岩手労福協╱東北労金╱全労済╱ハピネス共済会╱信用生協╱学校生協╱連合岩手╱平和環境県センター╱岩手友愛会



（8）　 2018 年 6 月 岩 手 労 福 協



2018 年 6 月   （9）岩 手 労 福 協



（10）　 2018 年 6 月 岩 手 労 福 協


